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共働により具体的な成果を挙げており，特に市の複数部局との
共働による活動が成果となっている点が高く評価できます。

庁内共働効果はモデルとして市全体で共有するとともに，福岡の
素晴らしい歴史資源や観光資源を活かす活動を今後も期待しま
す。

共働の成果を活かしそれぞれが実施

○採点の基準
　Ａ：共働の取組、事業の成果が優れている
　Ｂ：共働の取組、事業の成果がやや優れている
　Ｃ：共働の取組、事業の成果ともにどちらでもない
　Ｄ：共働の取組、事業の成果ともに努力が必要である
　Ｅ：共働の取組、事業の成果ともに不十分で、一層の努力が必要である
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福岡城・鴻臚館を活かした
観光都市戦略事業
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